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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に取り付けられるコネクタであって、
　前記コネクタは、ハウジングと端子とを備え、
　前記ハウジングは、その上面から底面に向かって貫通する複数の端子収納室と、ロック
部と、を備え、
　前記端子は、電線を固定する挟持部が設けられた端子本体と、接触部を備える電気接触
子と、から成り、
　前記基板は、前記基板上に取り付けられたときの前記コネクタの真下に配置されて前記
接触部と電気的に接触する複数のコンタクトと、前記ロック部と係合するロック取付部と
、を備え、
　前記ロック部と前記ロック取付部とが係止すると共に複数の前記電気接触子の弾性付勢
により前記接触部が前記コンタクトを押圧するコネクタにおいて、
　前記ロック部は、コネクタの底部から垂下する係止保持部と、前記係止保持部の側面に
前記係止保持部と一体に形成された係止部と、を備え、
　前記係止部には、上方にテーパー部と、前記テーパー部に連続して形成される係止ロッ
ク部とが設けられており、
　前記ロック取付部は、前記基板を貫通する係止部挿入孔と、前記係止部挿入孔と一体連
続で前記基板を貫通する係止保持部ガイド溝と、を備え、
　さらに、前記係止保持部ガイド溝の側部に離間して基板を貫通する係止ロック収容孔と
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、を備え、
　前記ロック取付部の係止部挿入孔の大きさは、前記ハウジングの前記ロック部が嵌合で
きる大きさであり、かつ、前記係止保持部ガイド溝の溝幅は、前記コネクタの係止保持部
が通過できる大きさであり、
　前記ロック部の前記係止部と前記係止部挿入孔とが嵌合した後、前記係止保持部が前記
係止保持部ガイド溝内を摺動することにより、前記係止ロック部と前記係止ロック収容孔
との位置合わせができるため、前記係止ロック部と前記係止ロック収容孔とが確実に係止
できるようになることを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記ロック部は略四角形状を成し前記コネクタの四隅に設けられ、前記ロック取付部は
略四角形状を成し前記基板上の前記ロック部に対応した位置に設けられ、前記係止保持部
が前記係止保持部ガイド溝を横方向に移動することを特徴とする請求項１記載のコネクタ
。
【請求項３】
　前記電気接触子は、波形で弾性変形するバネ部と、前記バネ部と一体形成された前記接
触部と、から成り、前記電気接触子が前記端子本体に設けられた箱部に挿入固定されるこ
とを特徴とする請求項１または請求項２記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多数の端子の先端と基板上のコンタクトとの電気的接続を直接行うコネクタ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
＜特許文献１記載のコネクタ＞
　端子を多数備えるコネクタにロック部を設け、基板上に設けられたロック取付部にロッ
ク部を係合することによりコネクタと基板とを係止させ、端子と基板との電気的接続を図
ることは既に公知である（特許文献１参照）。
【０００３】
　図１３は特許文献１記載のコネクタを示す図で、図１３（Ａ）はコネクタを回路板へ取
り付ける直前を示す斜視図、（Ｂ）はコネクタの縦断面図である。
　図１３において、コネクタ１００はハウジング２００と複数の端子３００とから成り、
コネクタ１００には、端子３００をハウジング２００内に固定するための端子収納室２１
０と、コネクタ１００の下方に突出するロック部２２０とが設けられている。基板４００
には、多数のコンタクト４１０が実装され、コンタクト４１０から離間してロック部２２
０に対応してロック取付部４２０が設けられている。端子３００の両端それぞれには、電
線を挟持するための挟持部３１０と、コンタクト４１０と電気的に接触する接触部３２０
Ｂとが設けられている。挟持部３１０と接触部３２０Ｂとは直角方向で交差する方向に配
置されている。ロック部２２０がロック取付部４２０に挿入され、接触部３２０Ｂとコン
タクト４１０とが半田付けされることにより、コネクタ１００が基板４００に取り付けら
れることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３２４６０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
＜特許文献１記載のコネクタの改良点＞
　上述のとおり、従来のコネクタ１００においては、ワイヤーハーネスと接続するために
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は、専用のプリント配線基板（ＰＣＢ）用コネクタが使用されており、さらに、端子３０
０とコンタクト４１０の電気的接続は半田付けで行われ、作業性が悪く、コストアップの
要因となっていた。
　更に、ハウジング２００のような構造の場合、相手ハウジングと嵌合するためには、そ
のレイアウトを基板の端に設定する必要があり、その場合、回路を基板の端まで配索する
必要があり、基板のスペース性、およびレイアウト性の低下の要因となることがあった。
【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、端子とコンタクト
との半田付け工程を廃止し、専用のプリント配線基板用コネクタを廃止し、基板のスペー
ス性とレイアウト性の向上を図り、基板との取り付け作業性が良好なコネクタを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述した目的を達成するために、本発明に係るコネクタは、下記（１）～（３）を特徴
としている。
　（１）　基板上に取り付けられるコネクタであって、
　前記コネクタは、ハウジングと端子とを備え、
　前記ハウジングは、その上面から底面に向かって貫通する複数の端子収納室と、ロック
部と、を備え、
　前記端子は、電線を固定する挟持部が設けられた端子本体と、接触部を備える電気接触
子と、から成り、
　前記基板は、前記基板上に取り付けられたときの前記コネクタの真下に配置されて前記
接触部と電気的に接触する複数のコンタクトと、前記ロック部と係合するロック取付部と
、を備え、
　前記ロック部と前記ロック取付部とが係止すると共に複数の前記電気接触子の弾性付勢
により前記接触部が前記コンタクトを押圧するコネクタにおいて、
　前記ロック部は、コネクタの底部から垂下する係止保持部と、前記係止保持部の側面に
前記係止保持部と一体に形成された係止部と、を備え、
　前記係止部には、上方にテーパー部と、前記テーパー部に連続して形成される係止ロッ
ク部とが設けられており、
　前記ロック取付部は、前記基板を貫通する係止部挿入孔と、前記係止部挿入孔と一体連
続で前記基板を貫通する係止保持部ガイド溝と、を備え、
　さらに、前記係止保持部ガイド溝の側部に離間して基板を貫通する係止ロック収容孔と
、を備え、
　前記ロック取付部の係止部挿入孔の大きさは、前記ハウジングの前記ロック部が嵌合で
きる大きさであり、かつ、前記係止保持部ガイド溝の溝幅は、前記コネクタの係止保持部
が通過できる大きさであり、
　前記ロック部の前記係止部と前記係止部挿入孔とが嵌合した後、前記係止保持部が前記
係止保持部ガイド溝内を摺動することにより、前記係止ロック部と前記係止ロック収容孔
との位置合わせができるため、前記係止ロック部と前記係止ロック収容孔とが確実に係止
できるようになること。
　（２）上記（１）の構成のコネクタにおいて、前記ロック部は略四角形状を成し前記コ
ネクタの四隅に設けられ、前記ロック取付部は略四角形状を成し前記基板上の前記ロック
部に対応した位置に設けられ、前記係止保持部が前記係止保持部ガイド溝を横方向に移動
すること。
　（３）上記（１）～（２）のいずれかの構成のコネクタにおいて、前記電気接触子は、
波形で弾性変形するバネ部と、前記バネ部と一体形成された前記接触部と、から成り、前
記電気接触子が前記端子本体に設けられた箱部に挿入固定されること。
【発明の効果】
【０００８】
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　上記（１）の構成では、コネクタの外径内にコンタクトを実装できるため基板のスペー
ス性やレイアウト性が向上する。また、コネクタによってコンタクトをカバーできるため
、作業中の衝撃からプロテクトできる。更に、複数の端子とコンタクトとの接合に対して
弾性押圧力が働くため強固な電気接続を達成できる。
　上記（２）の構成では、ロック部とロック取付部の係合が確実に行われ作業性が良くコ
ネクタと基板との強固な係止を図ることができる。また、テーパー部を設けることにより
係止保持部ガイド溝内の摺動力を軽減することができる。
　上記（３）の構成では、係止保持部ガイド溝内を横方向に移動させることにより、コネ
クタと基板とのスムーズな取り付けが可能となり作業性の向上が図れる。
　上記（４）の構成では、係止保持部ガイド溝内を回転させることにより、コネクタと基
板との安定した取り付けが可能となり作業性の向上が図れる。
　上記（５）の構成では、コンタクトと接触部との接合に於いて、接触部を構成する電気
接触子の弾性付勢を利用するため、構成が簡単で確実な電気接続ができる端子を提供する
ことができコストダウンが図れる。
　以上のように、本発明によれば、コネクタと基板とが機械的取り付けと成るため接触部
とコンタクトの電気的接続に於いて半田付け等の余分な工程を排除でき、作業効率が向上
し、複数の端子が協働して生み出される弾性力により、コネクタと基板との係止およびコ
ンタクトと接触部との接合を同時に強固させ、構成が簡単でコストダウンの図れるコネク
タを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係るコネクタの実施例１の取り付けを示す斜視図である。
【図２】図２（Ａ）は図１のコネクタに設けられたロック部の拡大図、図２（Ｂ）はロッ
ク部を係止させるロック取付部の拡大図である。
【図３】図３（Ａ）は端子の分解斜視図、図３（Ｂ）は端子の斜視図、図３（Ｃ）は端子
収納室内に固定された端子の断面図である。
【図４】図１に係るコネクタの基板への取り付けを示す図で、図４（Ａ）は取り付け斜視
図、図４（Ｂ）はロック部とロック取付部との嵌合を示す取り付け斜視図、図４（Ｃ）は
取り付け完了状態を示す部分透視斜視図である。
【図５】図１のコネクタと基板との取り付け開始時を示す図で、図５（Ａ）は取り付け斜
視図、図５（Ｂ）は図５（Ａ）のＡ－Ａ部分断面図、図５（Ｃ）は図５（Ｂ）のＢ部拡大
図である。
【図６】図１のコネクタと基板との取り付け途中を示す図で、図６（Ａ）は取り付け斜視
図、図６（Ｂ）は図６（Ａ）のＡ－Ａ部分断面図、図６（Ｃ）は図６（Ｂ）のＢ部拡大図
である。
【図７】図１のコネクタと基板との取り付け完了を示す図で、図７（Ａ）は取り付け斜視
図、図７（Ｂ）は図７（Ａ）のＡ－Ａ断面図、図７（Ｃ）は図７（Ｂ）のＢ部拡大図であ
る。
【図８】本発明に係るコネクタの実施例２を示す図で、図８（Ａ）は正面斜視図、図８（
Ｂ）は裏面斜視図、図８（Ｃ）は裏面図、図８（Ｄ）は側面図である。
【図９】図８のコネクタの取り付けを示す図で、図８（Ａ）は取り付け斜視図、図８（Ｂ
）は図８（Ａ）のＡ部拡大図である。
【図１０】図８のコネクタと基板との取り付け開始時を示す図で、図１０（Ａ）は取り付
け斜視図、図１０（Ｂ）はロック部とロック取付部との部分断面図、図１０（Ｃ）は端子
と基板との断面図、図１０（Ｄ）は基板の裏面図である。
【図１１】図８のコネクタと基板との取り付け途中を示す図で、図１１（Ａ）は取り付け
斜視図、図１１（Ｂ）はロック部とロック取付部との部分断面図、図１１（Ｃ）は端子と
基板との断面図、図１１（Ｄ）は基板の裏面図である。
【図１２】図８のコネクタと基板との取り付け完了を示す図で、図１２（Ａ）は取り付け
斜視図、図１２（Ｂ）はロック部とロック取付部との部分断面図、図１２（Ｃ）は端子と
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基板との断面図、図１２（Ｄ）は基板の裏面図である。
【図１３】図１３は特許文献１記載のコネクタを示す図で、図１３（Ａ）はコネクタを回
路板へ取り付ける直前を示す斜視図、図１３（Ｂ）はコネクタの縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る好適な実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【実施例１】
【００１１】
＜具体的構成＞
　図１に基づいて、本発明の実施例１であるコネクタ１０を説明する。
　図１は、コネクタ１０の取り付けを示す斜視図である。コネクタ１０は、ハウジング２
０とハウジング２０内に収納固定される端子３０とから成る。ハウジング２０は、略四角
形状を成し、上面に端子３０を収納する略角形筒状で左右方向に配列された複数の端子収
納室２１と底面から延在するロック部２２とを備えている。実施例１では、ロック部２２
は四隅の角にそれぞれ設けられている。端子収納室２１は、ハウジング２０の上面から底
面に向かって貫通状であり、端子収納室２１には、上部から電線Ｗが固定された端子３０
が挿入され、端子３０は、端子収納室２１内に収納固定される。コネクタ１０を取付係止
させる基板４０には、端子３０と電気的に接続する複数のコンタクト４１が実装され、コ
ンタクト４１の周辺には、コネクタ１０のロック部２２を取付係止させる複数のロック取
付部４２がロック部２２に対応した位置にそれぞれ形成されている。
　実施例１では、４つのロック取付部４２が形成されており、コンタクト４１を取り囲む
ように複数のロック取付部４２が配置されている。尚、基板４０は、プリント基板であっ
て回路等（図示せず）が実装されている。
【００１２】
　上述の構成によれば、コネクタ１０が基板４０に取り付けられた時、コンタクト４１が
コネクタ１０の真下にくる。同時に、コネクタ１０によりコンタクト４１が覆い隠される
。
　また、端子収納室２１は、ハウジング２０の上面から底面に向かって垂直方向（図面上
縦方向）に貫通した筒形状を成し、端子３０を端子収納室２１内に固定させた状態で端子
３０の先端とコンタクト４１とが電気的に接触する。すなわち、電線Ｗと端子３０とコン
タクト４１との配列が垂直方向で一直線上になる。したがって、基板４０に実装される回
路の配列に自由度が増し、基板４０のスペース性やレイアウト性が向上する。また、コネ
クタ１０の構成が簡単で確実な電気的接続が達成できる。
【００１３】
　次に、図２を用いて、ロック部２２とロック取付部４２の構成を詳述する。
　図２（Ａ）はロック部２２の拡大図である。コネクタ１０のロック部２２は、台形状を
成し、ハウジング２０の底部から垂下する係止保持部２２Ｓと係止保持部２２Ｓの先端近
傍に一体形成された係止部２２Ｔとから成る。また、係止部２２Ｔには、係止部２２Ｔの
側面から上方に向かって傾斜するテーパー部２２Ｕと係止部２２Ｔの上面に上方向に突出
する係止ロック部２２Ｖとが設けられている。
【００１４】
　図２（Ｂ）はロック取付部４２の拡大図である。基板４０のロック取付部４２は、基板
４０を貫通する略長方形状の係止保持部ガイド溝４２Ｓと、係止保持部ガイド溝４２Ｓと
一体連続で基板４０を貫通する略四角形状の係止部挿入孔４２Ｔと、係止保持部ガイド溝
４２Ｓの側方に離間して配置され基板４０を貫通する略四角形状の係止ロック収容孔４２
Ｖと、を備えている。
【００１５】
　次に、図３を用いて、端子３０の構成を詳述する。
　図３（Ａ）は端子３０の分解斜視図である。端子３０は、端子本体３１と電気接触子３
２とから成る。端子本体３１は、電気導通性の金属の一枚板から成形され、端子本体３１
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には、一端から中央部に向かって電気接触子３２を挿入する略角形筒状の箱部３１Ａが設
けられ、箱部３１Ａと反対側の他端側には、電線（図示せず）を固定する挟持部３１Ｂが
設けられている。電気接触子３２は、電気導通性の金属の一枚板から成形され、電気接触
子３２の中央部には、弾性変形する波形状のバネ部３２Ａが設けられ、その一端には、基
板４０のコンタクト４１と電気的に接触する接触部３２Ｂが設けられ、他端には、平坦部
３２Ｃが設けられている。平坦部３２Ｃが箱部３１Ａの側方に形成された係合孔３１Ｃと
が係合することにより、電気接触子３２は箱部３１Ａ内に固定される（図３（Ｂ）参照）
。また、接触部３２Ｂは、箱部３１Ａの端面より外方に突出した状態で固定されている。
【００１６】
　上述の構成を備える端子３０は、図３（Ｃ）に示される通り、コネクタ１０の端子収納
室２１に収納固定される。即ち、端子収納室２１の側部に設けられているランス２４の先
端と箱部３１Ａとの端面が当接し、箱部３１Ａの側方から突出した折れ曲がり部３１Ｄと
端子収納室２１の側壁に設けられた段差部２１Ｄとが当接することにより端子３０は、端
子収納室２１内に固定される。
【００１７】
＜コネクタ１０と基板４０との取り付け：図４～図７＞
　図４に基づいて、コネクタ１０と基板４０との取り付けについて詳述する。
　コネクタ１０は、コネクタ１０のロック部２２と基板４０のロック取付部４２とが係合
することにより基板４０上に取り付けられる。即ち、ロック部２２の係止部２２Ｔをロッ
ク取付部４２の係止部挿入口４２Ｔに嵌合させ（図４（Ｂ）参照）、コネクタ１０を移動
させて係止ロック部２２Ｖと係止ロック収容孔４２Ｖとを係合させ係止させる（図４（Ｃ
）参照）ことによりコネクタ１０と基板４０との取り付けが完了する。即ち、ロック部２
２の係止保持部２２Ｓが、ロック取付部４２の係止保持部ガイド溝４２Ｓ内を摺動するこ
とにより係止ロック部２２Ｖと係止ロック収容孔４２Ｖとの位置合わせができる。実施例
１での摺動は、横方向への移動である。
【００１８】
＜取り付け開始時＞
　次に、図５～図７に基づいて、コネクタ１０と基板４０との取り付け手順について詳述
する。図５は、図１のコネクタ１０と基板４０との取り付け開始時を示す図で、図５（Ａ
）は取り付け斜視図、図５（Ｂ）は図５（Ａ）のＡ－Ａ部分断面図、図５（Ｃ）は図５（
Ｂ）のＢ部拡大図である。
　まず、基板４０に形成されたロック取付部４２の係止部挿入孔４２Ｔにロック部２０の
係止部２２Ｔを嵌合する。その際、電気接触子３２の接触部３２Ｂがコネクタ１０の底面
より外方向に突出しているため、ロック部２２の係止ロック部２２Ｖは係止部挿入孔４２
Ｔ内にある。
【００１９】
＜取り付け途中＞
　図６は、図１のコネクタ１０と基板４０との取り付け途中を示す図で、図６（Ａ）は取
り付け斜視図、図６（Ｂ）は図６（Ａ）のＡ－Ａ部分断面図、図６（Ｃ）は図６（Ｂ）の
Ｂ部拡大図である。
　次に、係止保持部２２Ｓを係止保持部ガイド溝４２Ｓ内をスライドさせる。その際、テ
ーパー部２２Ｕと係止部挿入孔４２Ｔの底面先端部が当接し、係止保持部２２Ｓを横方向
に移動させながら（図６（Ｃ）矢印Ａ参照）ロック部２２を基板４０の底面側に導く（図
６（Ｃ）矢印Ｂ参照）。同時に電気接触子３２の弾性付勢力が基板４０を上方向から押圧
するように働き始め、係止部２２Ｔの上面と基板４０の底面とが当接した状態でロック部
２２が基板４０の底面を横方向に移動する。
【００２０】
＜取り付け完了＞
　図７は、図１のコネクタ１０と基板４０との取り付け完了を示す図で、図７（Ａ）は取
り付け斜視図、図７（Ｂ）は図７（Ａ）のＡ－Ａ断面図、図７（Ｃ）は図７（Ｂ）のＢ部
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拡大図である。
　そして、係止保持部２２Ｓの係止保持部ガイド溝４２Ｓ内での横方向の移動をさらに進
めていくと、係止ロック部２２Ｖと係止ロック収容孔４２Ｖとが係止する。その際、電気
接触子３２の先端にある接触部３２Ｂがコンタクト４１を押圧すると共に電気的接続が完
了する。また、接触部３２Ｂのバネ部３２Ａの弾性付勢による押圧力により、係止ロック
部２２Ｖと係止ロック収容孔４２Ｖとの係止が強固に成る。
【００２１】
　図７（Ｂ）で明らかなように、筒型の貫通口である端子収納室２１内に端子３０が固定
され、端子３０の一端は電線Ｗが他端は接触部３２Ｂが端子収納室２１内にほぼ一直線上
に配置される。同時に、コンタクト４１とが端子３０の延在方向に配置されているため、
電線Ｗと端子３０とコンタクト４１との配列が垂直方向で一直線上になることが理解され
る。即ち、コネクタ１０を基板４０上部から基板４０に係止させるのみで端子３０とコン
タクト４１の電気的接続が可能となる。
【００２２】
　更に、本発明に於けるコネクタ１０の端子収納室２１が複数有る点に注目すべきである
。端子３０の接触部３２Ｂがコンタクト４１を押圧することを上述したが、複数の接触部
３２Ｂが協働で基板４０を押圧していることを意味している。複数の端子３０が左右方向
に配列されており、接触部３２Ｂの押圧力は、全体として略四角形状で面圧力であるため
、左右に変位することがない安定したものとなり、コンタクト４１への電気的接続力とコ
ネクタ１０と基板４０との係止力強固と成る。本発明のコネクタ１０は、車両用の室内灯
や計器類等に用いられる基板４０に取り付けられるもので、特に、係止ロック部２２Ｖと
係止ロック収容孔４２Ｖとの係止力が増すことによってコネクタ１０と基板４０との係合
が極めて安定し、耐震性に優れた取り付けと成る。
【実施例２】
【００２３】
　コネクタ１０の実施例２を図８に基づいて詳述する。
　コネクタ１０のハウジング２０に設けられた複数の端子収納室２１は、ハウジング２０
の両側に配置されている。ハウジング２０の底面中央部に設けられたロック部２２は、略
円形状を成し、ハウジング２０の底面から垂下した円筒形状の係止保持部２２Ｓと中心か
ら外方向に突出する一対の係止部２２Ｔとを備えている。係止部２２Ｔには、テーパー部
２２Ｕと係止ロック部２２Ｖが設けられている。
　図９はコネクタ１０の実施例２に対応した基板４０のロック取付部４２を示し、（Ａ）
は取り付け斜視図、（Ｂ）は（Ａ）のＡ部拡大図である。基板４０上に設けられた複数の
コンタクト４１は、ロック取付部４２の両側に配置されている。ロック取付部４２は、基
板４０を貫通する略円形状を成し、小径状の係止保持部ガイド溝４２Ｓと大径状の係止部
挿入孔４２Ｔとを備え、係止保持部ガイド溝４２Ｓの一部に外方向に開口した係止ロック
収容孔４２Ｖが一体連続で設けられている。
【００２４】
　次に、図１０～図１２に基づいて、コネクタ１０と基板４０との取り付け手順について
詳述する。
＜取り付け開始時＞
　図１０は、図８のコネクタと基板との取り付け開始時を示す図で、図１０（Ａ）は取り
付け斜視図、図１０（Ｂ）はロック部とロック取付部との部分断面図、図１０（Ｃ）は端
子と基板との断面図、図１０（Ｄ）は基板の裏面図である。
　まず、基板４０に形成されたロック取付部４２の係止部挿入孔４２Ｔにロック部２０の
係止部２２Ｔを嵌合させる。その際、電気接触子３２の接触部３２Ｂがコネクタ１０の底
面より外方向に突出しているため、ロック部２２の係止ロック部２２Ｖは係止部挿入孔４
２Ｔ内にある。また、係止保持部２２Ｓの摺動が実施例１では横方向移動であるが、実施
例２では回動である（図１０（Ａ）矢印Ａの回転方向参照）。
【００２５】
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＜取り付け途中＞
　図１１は、図８のコネクタと基板との取り付け途中を示す図で、図１１（Ａ）は取り付
け斜視図、図１１（Ｂ）はロック部とロック取付部との部分断面図、図１１（Ｃ）は端子
と基板との断面図、図１１（Ｄ）は基板の裏面図である。
　コネクタ１０と基板４０との取り付け途中を示し、（Ａ）は取り付け斜視図、（Ｂ）は
ロック部２２とロック取付部４２との部分断面図、（Ｃ）は端子３０と基板４０との断面
図、（Ｄ）は基板４０の裏面図である。次に、係止保持部２２Ｓを係止保持部ガイド溝４
２Ｓ内を回動させる。その際、テーパー部２２Ｕと係止部挿入孔４２Ｔの底面先端部が当
接し、係止保持部２２Ｓを回動させながら（図１１（Ｂ）矢印Ａ参照）ロック部２２を基
板４０の底面側に導く（図１１（Ｂ）矢印Ｂ参照）。同時に電気接触子３２の弾性付勢力
が基板４０を上方向から押圧するように働き始め、係止部２２Ｔの上面と基板４０の底面
とが当接した状態でロック部２２が基板４０の底面を回動する。
【００２６】
＜取り付け完了＞
　図１２は、図８のコネクタと基板との取り付け完了を示す図で、図１２（Ａ）は取り付
け斜視図、図１２（Ｂ）はロック部とロック取付部との部分断面図、図１２（Ｃ）は端子
と基板との断面図、図１２（Ｄ）は基板の裏面図である。
　そして、係止保持部２２Ｓの係止保持部ガイド溝４２Ｓ内の回動をさらに進めていくと
、係止ロック部２２Ｖと係止ロック収容孔４２Ｖがロックする。その際、電気接触子３２
の先端にある接触部３２Ｂがコンタクト４１を押圧すると共に電気的接続が完了する。ま
た、接触部３２Ｂのバネ部３２Ａの弾性付勢による押圧力により、係止ロック部２２Ｖと
係止ロック収容孔４２Ｖとの係止が強固に成る。
【００２７】
＜本発明のまとめ＞
　本発明のコネクタ１０は、複数の端子収納室２１とロック部２２とを備えるハウジング
２０と、端子本体３１と弾性力を備える電気接触子３２とを備える端子３０から成る。コ
ネクタ１０は、複数のコンタクト４１が実装された基板４０上に取り付けられ、電気接触
子３２の先端に設けられた接触部３２Ｂとコンタクト４１が電気的に接合する。この構成
により、コンタクト４１と端子３０と端子後部に固定される電線Ｗとが一直線上に並ぶこ
とになる。従って、コネクタ１０の外径内にコンタクト４１を実装できるため基板４０の
スペース性やレイアウト性が向上し、基板との取り付け作業性が良好なコネクタが得られ
る。
　また、コネクタ１０によってコンタクト４１をカバーできるため、作業中の衝撃からプ
ロテクトできる。
　更に、複数の端子３０とコンタクト４１との接合に対して弾性押圧力が働くため強固な
電気接続を達成できる。したがってまた、端子とコンタクトとの半田付け工程が廃止でき
、専用のプリント配線基板用コネクタも廃止できる。
【００２８】
　また、本発明のコネクタ１０によれば、コネクタ１０の下部に設けられるロック部２２
が、係止保持部２２Ｓとテーパー部２２Ｕと係止ロック部２２Ｖとが設けられた係止部２
２Ｔとを備え、基板４０に設けられるロック取付部４２が、係止保持部ガイド溝４２Ｓと
係止部挿入孔４２Ｔと係止ロック収容孔４２Ｖとを備えている。そして、係止部２２Ｔと
係止部挿入孔４２Ｔとが嵌合した後、係止保持部２２Ｓが係止保持部ガイド溝４２Ｓ内を
摺動して係止ロック部２２Ｖと係止ロック収容孔４２Ｖとが係止する構成とした。従って
、ロック部２２とロック取付部４２の係合が確実に行われ作業性が良くコネクタ１０と基
板４０との強固な係止を図ることができる。また、テーパー部２２Ｕを設けることにより
係止保持部ガイド溝４２Ｕ内の摺動力を軽減することができる。
【００２９】
　また、本発明のコネクタ１０によれば、略四角形状のロック部２２がコネクタ１０の四
隅に設けられ、略四角形状のロック取付部４２がロック部２２の対応した位置に基板４０
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動する。従って、コネクタ１０と基板４０とのスムーズな取り付けが可能となり作業性の
向上が図れる。
　また、本発明のコネクタ１０によれば、略円形状のロック部２２がコネクタ１０の中心
部に設けられ、略円形状のロック取付部４２がロック部２２の対応した位置に基板４０上
設けられている。そして、係止保持部２２Ｕが係止保持部ガイド溝４２Ｕを回動する。従
って、コネクタ１０と基板４０との安定した取り付けが可能となり作業性の向上が図れる
。
　更に、本発明のコネクタ１０によれば、弾性変形するバネ部３２Ａと接触部３２Ｂとか
ら成る電気接触子３２を端子本体３１の箱部３１Ａに挿入固定した。従って、コンタクト
４１と接触部３２Ｂとの接合に於いて、接触部３２Ｂを構成する電気接触子３２の弾性付
勢を利用するため、確実な電気接続と構成が簡単な端子３０を提供することができでコス
トダウンが図れる。
【００３０】
　本発明のコネクタ１０の実施形態として、四角または円形ロック部と上述したが、この
形状に限るものではない。
　本発明のコネクタ１０では、係止保持部２２Ｓが係止保持部ガイド溝４２Ｓ内を摺動し
てコネクタ１０と基板４０とが係止することを上述したが、摺動を伴わない上下方向のみ
の嵌合と係止でも良い。
　尚、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、適宜、変形、改良、等が
可能である。その他、上述した実施形態における各構成要素の材質、形状、寸法、数値、
形態、数、配置箇所、等は本発明を達成できるものであれば任意であり、限定されない。
【符号の説明】
【００３１】
　１０：コネクタ
　２０：ハウジング
　２１：端子収納室
２２：ロック部
２２Ｓ：係止保持部
２２Ｔ：係止部
２２Ｕ：テーパー部
２２Ｖ：係止ロック部
３０：端子
３１：端子本体
３２：電気接触子
３２Ｂ：接触部
４０：基板
４１：コンタクト
４２：ロック取付部
４２Ｓ：係止保持部ガイド溝
４２Ｔ：係止部挿入孔
４２Ｖ：係止ロック収容孔
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